
平成 24 年度国内酸性雨モニタリングデータについて 
（湿性沈着、乾性沈着、土壌・植生、陸水、集水域） 

 
アジア大気汚染研究センター 

 
１．データ確定・公開までの手続き 

越境大気汚染・酸性雨長期モニタリング計画（平成 21 年 3 月改訂）に基づき、自治

体等によって観測が行われ、環境省に提出された平成 24 年度国内酸性雨モニタリング

データは、アジア大気汚染研究センターにおいて集計され、データの検証作業が行われ

た。その際、専門家から構成されるデータ検証グループのチェックを経た。 
集計及びデータ検証が終了したデータは、2 月 26 日に開催された越境大気汚染・酸

性雨対策検討会大気分科会及び同検討会生態影響分科会において、一部修正及び再整理

を条件に承認を得ており、この時点で確定した。毎年 3 月に前年度データが環境省のホ

ームページ上で公開されており、平成 24 年度モニタリングデータについてもまもなく

公開される見込みである。 
なお、公開されたデータはホームページより自由に入手と利用が可能となる（公開さ

れたデータを利用して発表等を行う者には、出典を明らかにすることを求めるものとす

る）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  データ確定・公開までの手続き（平成 11 年度データから適用） 

データ検証作業 
 

（
デ
ー
タ
の
確
認
） 

（検証済みデータの報告） 
 

（データの承認・確定） 
 

（データの公開） 
 

（データ提出） 

 

（データ集計） 

 
ﾃﾞｰﾀ検証ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
 

データ検証作業 

自治体 

環境省 

アジア大気汚染研究センター 

大気分科会・生態影響分科会 

環境省 
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【参考】平成 24 年度データ検証グループ委員 
 

（敬省略） 

木戸 瑞佳 富山県環境科学センター 大気課 主任研究員 
① 湿性 

野口  泉 （地独）北海道立総合研究機構 環境・地質研究本部 
  環境科学研究センター 環境保全部 地球・大気環境 G 研究主幹 
原   宏 東京農工大学 名誉教授 
皆巳 幸也 石川県立大学 生物資源環境学部 環境科学科 准教授 
村野健太郎 法政大学 生命科学部 環境応用化学科 教授 
山口 高志 （地独）北海道立総合研究機構 環境・地質研究本部 
  環境科学研究センター 環境保全部 地球・大気環境 G 研究主任 
 

藍川 昌秀 （独）国立環境研究所 地球環境研究センター  
② 乾性 

  炭素循環研究室 主任研究員 
奥田 知明 慶應義塾大学 理工学部 応用化学科 専任講師 
櫻井 達也 明星大学 理工学部 総合理工学科 助教 
高橋  章 （一財）電力中央研究所 環境科学研究所 上席研究員 
松田 和秀 東京農工大学 農学部 准教授 
松本 利恵 埼玉県環境科学国際センター 大気環境担当 部長 
 

伊豆田 猛 東京農工大学大学院 農学研究院 教授 
③ 土壌・植生 

太田 誠一 （公財）国際緑化推進センター 技術顧問（京都大学 名誉教授） 
小林 政広 （独）森林総合研究所 立地環境研究領域 水フラックス担当チーム長 
高松武次郎 元 茨城大学 広域水圏環境科学教育研究センター 教授 
 

井上 隆信 豊橋技術科学大学大学院 工学研究科 教授 
④ 陸水 

海老瀬潜一 摂南大学 理工学部 都市環境工学科 教授 
川上 智規 富山県立大学 環境工学科 教授 
山田 俊郎 岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 准教授 
 
⑤ 集水域

太田 誠一 （公財）国際緑化推進センター 技術顧問 （京都大学 名誉教授） 
 ※「酸性沈着の生態系影響評価ワーキンググループ」で検証 

大原 利眞 （独）国立環境研究所 地域環境研究センター長 
金子 真司 （独）森林総合研究所 立地環境研究領域長 
袴田 共之 浜松ホトニクス（株） 企画開発部 顧問 
林 健太郎 （独）農業環境技術研究所 物質循環研究領域 主任研究員 
福原 晴夫 新潟大学 名誉教授 
 
 
２．平成 24 年度モニタリング結果 
 平成 24 年度国内酸性雨モニタリングの結果を、Ⅰ（湿性沈着）、Ⅱ（乾性沈着）、Ⅲ

（土壌・植生）、Ⅳ（陸水）及びⅤ（集水域）の分野別に、以下に示した。 
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Ⅰ 平成 24年度湿性沈着モニタリングデータについて 

 

１．平成24年度モニタリングの概要 
平成24年度は、12地点のEANET地点を含む27の大気モニタリング地点（表１－１及

び図１－１）のうち、五島を除く26地点において湿性沈着モニタリングが実施された。

降水量は雨量計で観測し、降水中成分濃度は降水時開放型捕集装置による捕集試料を実

験室で分析することにより測定された。 
 

２．データ検証作業 
各分析機関において降水成分濃度のイオンバランス及び電気伝導率比較による検証が

行われた後、環境省にデータが報告された。イオンバランス・電気伝導率の比較は共に

全体の98％が「湿性沈着モニタリング手引き書」に定められた許容範囲にあり、分析精

度は非常に高い。これらの報告値に対してアジア大気汚染研究センター及びデータ検証

グループでの検証において、下記の基準に従って月平均値及び年平均値の有効性が判定

され、その結果、全26地点のうち23地点において全項目の年間値が有効と判定された。 
 
１）全降水成分の濃度と沈着量の月間及び年間値：％TPが80％以上かつ％PCLが80％

以上 
２）nss-SO42-とnss-Ca2+の月間及び年間値：上記に加え、海塩寄与率が75％以下 
 
注）％TP：対象期間中の降水量に対する有効データが得られた降水量の割合 

％PCL：対象日数に対する降水量が測定された日数の割合 
 

３．モニタリング結果 
平成24年度における年降水量及びイオン成分濃度、pH等の降水量加重年平均値を表

１－２に、イオン成分の年湿性沈着量を表１－３に示した。また、全国のpH分布を図１

－１に、降水量、pH及びイオン成分の湿性沈着量の経年変化を図１－２に、各地点の降

水量及び各イオン成分の湿性沈着量を図１－３～１－８にそれぞれ示した。 
年降水量の全地点平均値は1,945 mmで、昨年度と比較して205 mm少ないものの、最

近５年間では２番目に多かった。地点別では、屋久島（4,524 mm）で最も多く、落石

岬（846 mm）で最も少なかった。 
pHは4.51（蟠竜湖）から5.37（小笠原）の範囲にあり、全地点の降水量加重平均値は

4.71で前年度の4.73よりやや低下した。 
nss-SO42–の湿性沈着量は4.2（小笠原）から49.1 mmol m–2 y–1（えびの）の範囲にあ

った。また、NO3–の湿性沈着量は3.8（小笠原）から48.5 mmol m–2 y–1（伊自良湖）の

範囲にあった。 
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平成 20 年度/21 年度/22 年度/23 年度/24 年度/ (5 年間平均値) 

 
－: 未測定 
**: 年平均値が年判定基準への適合判定により棄却 
注１：平均値は降水量加重平均により求めた 
注２：五島では湿性沈着モニタリングを実施していない 
 

図１－１ 大気モニタリング地点及び降水の pH 分布（平成 20 年度～平成 24 年度） 
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－
３
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図１－２ 降水量平均値（上図）、pH 降水量加重平均値（中図）及びイオン成分湿性沈着

量平均値（下図）の経年変化 
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(注) 図１－４～１－８中に*を付記した地点は、参考値（有効判定基準で棄却されたもの）で

あることを示す。 
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図１－３ 各地点の年降水量 
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図１－４ 各地点の nss-SO42-年湿性沈着量 
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図１－５ 各地点の NO3-年湿性沈着量 
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図１－６ 各地点の NH4+年湿性沈着量 
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図１－７ 各地点の nss-Ca2+年湿性沈着量 
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図１－８ 各地点の H+年湿性沈着量 
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Ⅱ 平成 24 年度乾性沈着モニタリングデータについて 

 
１．平成 24 年度モニタリングの概要 
乾性沈着モニタリングとして、大気汚染物質濃度を測定した。平成 24 年度は 27 の大気

モニタリング地点（表１－１及び図１－１）のうち、24 地点で自動測定機による測定を実

施し、更に、12 の EANET 地点においてフィルターパック法による測定を実施した。な

お、落石岬の自動測定機のデータは、独立行政法人国立環境研究所より提供されたもので

ある。 
 
２．モニタリング結果 
平成 24 年度における各測定局での測定結果の平均値、完全度等を表２－１～２－３に

示す。また、各成分の経月変化及び経年変化を図２－１～２－１８に示したほか、顕著な

経年変化が確認された赤城の O3濃度については、長期の経月変化を参考図に示した。 
自動測定機で測定された主な項目の年平均濃度は、SO2：0.1 未満 (小笠原)～2.3 ppb (屋

久島)、NOx*：0.4 (小笠原)～2.2 ppb (伊自良湖)、O3：23 (尼崎)～49 ppb (八方尾根) 、PM10：

11 (八方尾根、小笠原)～28 μg/m3 (辺戸岬)、PM2.5：7 (利尻)～14 μg/m3 (隠岐)の範囲にあ

った。フィルターパック法で測定された粒子状成分のうち、硫酸イオンの年平均濃度は

2.12 (落石岬)～5.42 μg/m3 (隠岐)、硝酸イオンの年平均濃度は0.31 (伊自良湖)～3.01 μg/m3 
(東京)の範囲にあった。 

- 11 -



表２－１ 乾性沈着モニタリング結果（１）：EANET 局 自動測定機 

　 項目 SO2 NO NOX O3 NO2 PM10 PM2.5

利尻 Mean 0.2 <0.1 0.6 36 13 7
Median <0.1 <0.1 0.6 37 10 7

% 97 96 96 98 85 99
Max 6.5 0.6 3.4 62 101 41
Min <0.1 <0.1 <0.1 14 1 1

落石岬 Mean 0.1 <0.1 1.0 39 18 9
Median <0.1 <0.1 0.9 39 16 8

% 95 95 95 98 87 87
Max 2.4 1.8 3.6 63 71 37
Min <0.1 <0.1 0.2 15 2 2

竜飛岬 Mean 0.4 0.1 1.3 42 18
Median 0.3 0.1 1.0 42 15

% 98 89 89 98 99
Max 3.2 1.3 7.6 65 73
Min <0.1 <0.1 <0.1 21 3

佐渡関岬 Mean 0.4 <0.1 0.7 47 20
Median 0.2 <0.1 0.7 45 16

% 93 92 92 94 89
Max 4.6 0.2 3.4 83 113
Min <0.1 <0.1 <0.1 23 4

八方尾根 Mean 0.4 <0.1 1.1 49 11
Median 0.3 <0.1 1.0 48 8

% 97 97 97 98 86
Max 4.1 0.3 3.2 87 53
Min <0.1 <0.1 <0.1 17 <1 

伊自良湖 Mean 0.2 0.1 2.2 26 18
Median 0.2 <0.1 1.7 25 16

% 96 97 97 98 90
Max 2.0 1.9 9.2 53 81
Min <0.1 <0.1 <0.1 4 2

隠岐 Mean 0.5 <0.1 1.0 47 25 14
Median 0.3 <0.1 0.9 46 22 12

% 96 80 80 98 97 88
Max 3.7 0.3 3.5 84 114 52
Min <0.1 <0.1 <0.1 21 6 3

蟠竜湖 Mean 0.5 0.2 1.9 34 1.8 24
Median 0.3 0.1 1.9 34 1.7 20

% 96 97 97 98 97 93
Max 3.3 0.5 4.9 69 4.7 124
Min <0.1 <0.1 0.2 7 <0.1 5

檮原 Mean 0.9 <0.1 1.4 35 16
Median 0.5 <0.1 1.2 37 12

% 95 94 94 89 87
Max 11.3 0.2 6.0 77 120
Min <0.1 <0.1 <0.1 5 1

辺戸岬 Mean 0.2 <0.1 0.6 35 28
Median 0.1 <0.1 0.4 39 25

% 90 79 79 95 90
Max 2.9 1.0 2.6 72 168
Min <0.1 <0.1 <0.1 6 4

小笠原 Mean <0.1 <0.1 0.4 31 11
Median <0.1 <0.1 0.2 35 10

% 97 96 96 98 99
Max 0.9 1.6 3.2 66 43
Min <0.1 <0.1 <0.1 5 <1 

濃度単位：μg/m
3

濃度単位：ppb平成24年度

 
Max 及び Min：それぞれ日平均値の最大値及び最小値  %：完全度 
注 1： 表中の 「＜」で示された値は、検出下限値未満を示す。 
注 2：蟠竜湖は NOx, その他地点はNOx*の結果として示した。 
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表２－２ 乾性沈着モニタリング結果（２）：他の国設局 自動測定機 
平成 24 年度 濃度単位：ppb 

 
平成 24 年度 濃度単位：ppb 

測定局 項目 SO2 O3 
 

測定局 項目 SO2 O3 
札幌 Mean   27  

 
筑後小郡 
  
  
  
  

Mean   26  
Median   26  

 
Median   25  

%   99  
 

%   99  
Max   56  

 
Max   67  

Min   6  
 

Min   2  
箟岳 
  
  
  
  

Mean   34  
 

大分久住 
  
  
  
  

Mean   40  
Median   34  

 
Median   40  

%   99  
 

%   92  
Max   64  

 
Max   94  

Min   11  
 

Min   7  
赤城 
  
  
  
  

Mean   42  
 

五島 
  
  
  
  

Mean   44  
Median   41  

 
Median   44  

%   99  
 

%   97  
Max   78  

 
Max   81  

Min   14  
 

Min   9  
新潟巻 
  
  
  
  

Mean   40  
 

対馬 
  
  
  
  

Mean   44  
Median   40  

 
Median   42  

%   97  
 

%   97  
Max   69  

 
Max   92  

Min   19  
 

Min   9  
越前岬 
  
  
  
  

Mean   44  
 

えびの 
  
  
  
  

Mean 1.6  28  
Median   43  

 
Median 0.8  30  

%   96  
 

% 99  99  
Max   78  

 
Max 25.1  68  

Min   16  
 

Min <0.1  5  
京都八幡 
  
  
  
  

Mean   28  
 

屋久島 
  
  
  
  

Mean 2.3  42  
Median   28  

 
Median 1.3  42  

%   99  
 

% 99  86  
Max   57  

 
Max 14.3  87  

Min   4  
 

Min <0.1  9  
尼崎 
  
  
  
  

Mean   23  
     Median   22  
     %   99  
     Max   51  
     Min   3  
     Max 及び Min：それぞれ日平均値の最大値及び最小値  %：完全度 

注 1： 表中の 「＜」で示された値は、検出下限値未満を示す。 
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表２－３ 乾性沈着モニタリング結果（３）：EANET 局 フィルターパック 
平成 24 年度 濃度単位：ppb 濃度単位：μg/m3 

測定局 項目 SO2 HNO3 HCl NH3 SO4
2- NO3

- Cl- NH4
+ Na+ K+ Mg2+ Ca2+ 

利尻 Mean  <0.1 0.4  0.3  2.37  0.61  2.22  0.40  1.75  0.11  0.20  0.13  
  %  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  
  Max  0.2  0.8  0.8  4.42  1.64  7.84  0.75  5.08  0.25  0.58  0.52  
  Min  <0.1 0.1  <0.1 1.05  0.11  0.07  0.13  0.23  0.03  0.03  0.03  
落石岬 Mean  <0.1 0.6  0.4  2.12  0.48  3.72  0.32  2.59  0.11  0.30  0.15  
  %  96  96  96  100  100  100  100  100  100  100  100  
  Max  0.2  5.9  1.5  6.47  1.30  15.21  0.73  9.71  0.38  1.10  1.11  
  Min  <0.1 <0.1 <0.1 0.38  0.04  0.16  0.03  0.45  0.03  0.04  0.04  
竜飛岬 Mean  0.2  0.6  0.4  4.00  0.98  9.40  0.53  5.88  0.26  0.68  0.29  
  %  92  88  92  92  92  92  92  92  92  92  92  
  Max  0.6  0.9  1.0  9.78  2.13  59.00  1.50  32.98  1.22  3.66  0.98  
  Min  <0.1 0.3  <0.1 1.33  0.18  0.09  0.10  0.55  0.05  0.09  0.05  
佐渡関岬 Mean  0.3  0.9  0.6  3.67  0.98  2.98  0.57  2.36  0.14  0.29  0.23  
  %  91  91  91  91  91  91  91  91  91  91  91  
  Max  1.0  1.6  1.5  7.52  2.19  8.55  1.45  5.34  0.25  0.65  0.91  
  Min  <0.1 0.5  <0.1 1.87  0.21  0.01  0.15  0.65  0.08  0.07  0.07  
八方尾根 Mean  0.3  0.2  0.4  2.54  0.45  0.03  0.67  0.11  0.05  0.02  0.19  
  %  92  92  92  92  92  92  92  92  92  92  92  
  Max  0.8  0.3  1.3  6.90  2.56  0.19  2.07  0.42  0.13  0.13  1.36  
  Min  <0.1 <0.1 0.1  0.45  0.02  <0.01 0.06  0.01  <0.01 <0.01 <0.01 
伊自良湖 Mean  0.2  0.1  1.0  2.51  0.31  0.03  0.69  0.17  0.06  0.03  0.10  
  %  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  
  Max  0.7  0.4  2.4  7.56  1.38  0.14  2.24  0.55  0.17  0.10  0.36  
  Min  <0.1 <0.1 0.2  0.07  <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
隠岐 Mean  0.2  0.9  0.6  5.42  1.78  4.79  1.04  3.67  0.24  0.45  0.32  
  %  77  77  77  77  77  77  77  77  77  77  77  
  Max  0.6  1.5  1.4  8.88  4.74  19.61  2.08  11.93  0.61  1.16  1.43  
  Min  <0.1 0.5  <0.1 2.84  0.25  0.04  0.47  0.45  0.06  0.05  0.04  
蟠竜湖 Mean  0.3  0.8  0.8  5.23  1.66  1.08  1.28  1.37  0.17  0.19  0.26  
  %  96  96 96  96  96  96  96  96  96  96  96  
  Max  1.0  1.2  1.6  9.45  4.65  2.46  2.39  2.55  0.43  0.39  1.02  
  Min  <0.1 0.1  0.2  2.29  0.06  0.02  0.50  0.35  0.07  0.04  0.03  
檮原 Mean  0.3  0.3  0.5  4.83  0.59  0.06  1.10  0.37  0.10  0.07  0.24  
  %  92  92  92  92  92  92  92  92  92  92  92  
  Max  0.9  0.7  1.1  12.08  2.95  0.25  3.11  0.81  0.26  0.22  1.13  
  Min  <0.1 <0.1 <0.1 1.61  <0.01 <0.01 0.12  0.06  <0.01 <0.01 0.02  
辺戸岬 Mean  <0.1 0.6  1.3  4.80  1.47  6.42  0.79  4.66  0.27  0.57  0.39  
  %  100  100  100  96  96  96  96  96  96  96  96  
  Max  0.3  1.3  2.4  9.20  3.29  37.26  1.63  21.06  0.77  2.47  1.31  
  Min  <0.1 <0.1 0.4  0.58  0.04  1.64  0.02  1.94  0.08  0.23  0.10  
小笠原 Mean  <0.1 0.5  0.5  2.43  0.54  3.58  0.22  2.50  0.12  0.32  0.15  
  %  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  
  Max  0.1  1.2  0.9  5.44  1.47  6.39  0.61  3.86  0.24  0.49  0.41  
  Min  <0.1 <0.1 0.2  0.06  <0.01 0.01  0.02  <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 
東京 Mean 1.5  0.6  0.8  4.2  3.48  3.01  0.57  1.17  0.82  0.14  0.13  0.46  
  % 100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  100  
  Max 3.1  2.9  1.4  7.0  6.96  5.64  1.88  2.04  1.76  0.41  0.29  1.04  
  Min 0.2  <0.1 <0.1 0.4  0.58  0.35  0.08  0.19  0.16  0.02  0.02  0.05  

Max 及び Min：それぞれ、2週間値の最大値及び最小値 %：完全度 
注 1： 表中の 「＜」で示された値は、検出下限値未満を示す。 
注 2：SO2は、東京以外の地点では自動測定機により測定した。 
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 図２－３ 粒子状 SO4
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 図２－１３ PM2.5濃度の季節変動 図２－１４ PM2.5濃度の経年変化 
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図２－１７ O3濃度の季節変動（他の国設局）  図２－１８ O3濃度の経年変化（他の国設局） 
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Ⅲ 平成 24 年度土壌・植生モニタリングデータについて 
 
１．平成24年度モニタリングの概要 
 土壌・植生モニタリングは、表３－１に示す「主に樹木への影響に着目した地点」、「主

に土壌への影響に着目した地点」、「陸水への影響に着目した地点」及び「EANET登録地点」

で実施されている。土壌・植生、及び陸水の各モニタリング地点を図３ −１に示した。 

主に樹木への影響に着目した地点については、天然林に着目し、国立公園等の自然保護

地域内でモニタリングが実施されている。なお、土壌モニタリング及び森林モニタリング

（森林総合調査）は、５年に１回の頻度で実施されている（表３－２）。 

 
表３－１ 土壌・植生モニタリング地点一覧 

地
点
番
号 

地域特性等 区分 
対象とする樹種、土

壌種、又は湖沼 

備   考 

林分 

の数 

土壌 

ﾌﾟﾛｯﾄ数 

植生 

ﾌﾟﾛｯﾄ数 

1 知床国立公園（北海道） 

主に 

樹木への

影響に着

目 

トドマツ １ ２ １ 

2 支笏洞爺国立公園（北海道） ダケカンバ １ ２ １ 

3 十和田八幡平国立公園（岩手県） オオシラビソ １ ２ １ 

4 磐梯朝日国立公園三面山（新潟県） ブナ １ ２ １ 

5 日光国立公園（栃木県） ブナ １ ２ １ 

6 中部山岳国立公園（富山県） ブナ １ ２ １ 

7 白山国立公園（石川県） ブナ １ ２ １ 

8 吉野熊野国立公園（奈良県） ブナ １ ２ １ 

9 大山隠岐国立公園（鳥取県） ブナ １ ２ １ 

10 石鎚国定公園（高知県） ブナ １ ２ １ 

11 阿蘇くじゅう国立公園（大分県） ブナ １ ２ １ 

12 屋久島国立公園 

（鹿児島県） 

スギ １ ２ １ 

13 照葉樹林 １ ２ １ 

14 石動山・宝立山（石川県） 

主に 

土壌への

影響に着

目 

褐色森林土・赤色土 ２ ２×２ ２×１ 

15 法道寺・天野山（大阪府） 
黄色土・黄色系褐

色森林土 
２ ２×２ ２×１ 

16 霜降岳・十種が峰（山口県） 黄色土・黒ぼく土 ２ ２×２ ２×１ 

17 香椎宮・古処山（福岡県） 
赤色系褐色森林

土・褐色森林土 
２ ２×２ ２×１ 

18 伊自良湖（岐阜県） 
陸水及び

土壌への

影響に着

目（EANET

登録地点） 

伊自良湖集水域 

褐色森林土・黒ぼく

土 

２ ２×２ ２×１ 

19 蟠竜湖（島根県） 

蟠竜湖集水域 

赤色土・黄色系褐

色森林土 

２ ２×２ ２×１ 
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注１：陸水モニタリング地点は下線で示した。 

注２：二重線で示した伊自良湖（岐阜県）では土壌・植生、陸水に加え集水域モニタリングが実施されている。 

 

図３−１ 土壌・植生及び陸水モニタリング地点 
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各地点での土壌階層モニタリング 

  ：土壌・植生モニタリング地点：25林分 

  ：陸水モニタリング地点：11地点 

伊自良湖及び蟠竜湖：EANET地点 
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表 ３－２ 土壌モニタリング及び森林モニタリング（森林総合調査）実施時期 

グループ番号 土壌調査の 
開始年度（*） 

担当自治体（地点番号（**）） 

G1 H20（2008） 栃木県（5）、鳥取県（9）、北海道（2）山口県（16
G2 

） 
H21（2009） 鹿児島県（12、13）、岩手県（3）、奈良県（8）、高知県（10） 

G3 H22（2010） 北海道（1）、石川県（14
G4 

）、大分県（11）、富山県（6） 
H23（2011） 石川県（7）、島根県（19）、岐阜県（18） 

G5 H24（2012） 新潟県（4）、大阪府（15）、福岡県（17
（*）樹木衰退度調査は、平成15年度から全地点で実施する。森林総合調査は、土壌調査と同じ年に実施する。 

） 

（**）地点番号の下線は、土壌２種類（土壌４プロット、森林２プロット）が設定される地域を示す。それ以

外は、土壌１種類（土壌２プロット、森林１プロット）が設定される。 

 

平成 24 年度においては、土壌モニタリング及び森林総合モニタリング（森林総合調査）

は、表３－２に示す G5 グループの３自治体において行われた。毎年行われている森林モ

ニタリング（樹木衰退度調査）は、１９地点が対象となる。 
また、土壌の長期的な酸性化傾向について確認するため、第３次酸性雨対策調査（平成

5〜9 年度）の調査地点であった輪島試験林（石川県）、星田妙見及び積川神社（大阪府）

において、フォローアップ調査が実施された。フォローアップ調査は、第３次酸性雨対策

調査の調査地点の中から、プロットの保存状況や自治体の実施体制等を考慮し、再調査可

能と判断された地点について、平成 22 年度から実施しているものである。諸般の事情に

よりモニタリングを停止したこれらの地点での再調査を実施することによって、10 年以上

経過した地点における土壌化学性の変化について、より明確な議論が可能になると考えら

れる。なお、これらのフォローアップ地点については、前回の調査以降、周辺環境が大き

く変化していないことを確認している。 
 
２．モニタリング結果 
土壌・植生モニタリングの結果のうち、土壌化学性の経年変化を以下に示した。法道寺

（大阪府）では、表層で塩基飽和度の増加が見られる一方で、プロット１の次層で土壌 pH
の低下が見られた。フォローアップ調査地点では、輪島試験林の表層で交換性塩基の減少、

次層では pH の低下が見られた。 
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表３－３ 土壌モニタリング結果の概要 
（青文字は一貫した有意な増加を赤文字は一貫した有意な減少を示す） 

 
注： a, b, cは採取年による有意差を示す（t検定，p<0.05,Tukeyによる多重比較，サブプロットごとの対応

を考慮）。S.D.(標準偏差)はサブプロット(n=5)の変動を示す。*.本モニタリングで定められた pHの有効数字

は２桁であるが、有意差が認められた法道寺については３桁で示した。 
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表３−３（続き） 

 
注： a, b, cは採取年による有意差を示す（t検定，p<0.05,Tukeyによる多重比較，サブプロットごとの対応

を考慮）。S.D.(標準偏差)はサブプロット(n=5)の変動を示す。*.本モニタリングで定められた pHの有効数字

は２桁であるが、有意差が認められた法道寺については３桁で示した。 
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Ⅳ 平成 24 年度陸水モニタリングデータについて 
 
１．平成 24 年度モニタリングの概要 

平成 24 年度は、表４－１に示す 11 湖沼（11 自治体）で実施された（＊印は EANET
サイトを示す）。各地点の位置は、図３－１のとおりである。 
なお、本年度は、大畠池、蟠竜湖及び永富池において底質調査が実施された。 

 
表４－１ 調査・分析状況 

湖沼名 調査地

点数 調査回数 サンプリング回数 繰り返し分析回数 

今神御池（山形県） 2 4 2 3 

刈込湖（栃木県） 2 4 2 3 

山居池（新潟県） 2 4 2 3 

大畠池（石川県） 2(1)** 3(1)** 2(2)** 3(3)** 

夜叉ケ池（福井県） 2 4 2 3 

双子池（雄池） 
（長野県） 

2 表層：3 
底層：3 

2 3 

双子池（雌池） 
（長野県） 

2 表層：3 
底層：3 

2 3 

伊自良湖＊ 

（岐阜県） 
6 4 2 3 

沢の池（京都府） 2 4 2 3 

蟠竜湖＊（島根県） 3(1)** 4(1)** No.2湖心表層･底層：2(2)** 
No.3湖心表層：1 

No.2湖心表層･底層：3(3)** 
No.3湖心表層：1 

山の口ダム 
（山口県） 

2 4 2 3 

永富池（香川県） 2(1)** 4(1)** 2(2)** 3(3)** 

* ：国内EANETサイト 
**：括弧内は底質調査状況を示す。湖心底質の表層･中層･底層を分析した。 

 

２．データ検証作業 
各自治体から提出されたデータは、アジア大気汚染研究センターで測定下限値をはじ

め R1・R2、変動係数等について管理目標値を満たすか確認を行った。これらを踏まえ、

集計データについて、過年度からの経年変化も併せて国内データ検証グループに依頼し、

データ検証作業を行った。さらに必要に応じ、自治体担当者への確認等も行った。 
 
３．モニタリング結果 

陸水モニタリングの結果を表４－２に示した。大畠池（石川県）では例年より早い積

雪のため、冬季調査が実施できず、年３回の実施となった。また、夜叉ケ池（福井県）

では秋季調査の際、強風のためボートが出せず、湖心ではなく湖岸表層のみからの採水

となったため、そのデータは参考値扱いとした（集計上は年３回）。
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す
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定
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を
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た
、

pH
の
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均
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素
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均
と
し
た
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；
不
等
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い
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に
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あ
る
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限
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D
Q
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管
理
目
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未
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で
あ
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こ
と
を
示
す
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；
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3
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均
値
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冬
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で
き

ず
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；
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3
回
の
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か
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平
均
値
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算
出
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秋
期

調
査
分
を
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外
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；
年

3
回
の
調
査
か
ら
平
均
値
を
算
出
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冬
期
調
査
は
も
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よ
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実
施
予
定
な
し
）
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。
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V 平成 24 年度集水域モニタリングデータについて 
 
1. 平成 24 年度モニタリングの概要 
集水域モニタリングについては、平成 17~19 年度に実施された岐阜県伊自良湖集水域で

の重点調査結果を踏まえ、引き続き伊自良湖集水域において定期観測が行われている。集

水域モニタリングについては、東アジア酸性雨モニタリングネットワーク（EANET）でも、

平成 22 年 10 月に開催された科学諮問委員会（SAC10）において集水域モニタリング・ガ

イドラインが承認、同年 11 月に開催された第 12 回政府間会合（IG12）において採択され、

参加国からの定期観測データの提出が期待されている。我が国からは、伊自良湖の既存デ

ータ（2007-2011 年の 4 水年分）を EANET に提出した。 

表５−１に観測項目及び方法を、図５−１にモニタリング装置の配置図を示した。水年の

区切りは、流入・流出の季節変化を基に、11 月初旬としている。 

平成 24 年度においては、2011-2012 水年（平成 23 年 11 月~24 年 10 月）のデータセット

を、データ確定の対象とした。 

 
表５－１ 伊自良湖集水域モニタリングの観測項目及び方法 

観測項目 方法等 
流入量（総沈

着量）の推定 
降水量分布 釜ヶ谷川集水域内の標高の異なる 3 地点（伊自良湖酸

性雨測定所を含む。）における降水量を継続観測する。 
  湿性沈着量* 伊自良湖酸性雨測定所における湿性沈着モニタリン

グデータ（EANET データ）を基に、上記降水量分布

を考慮して補正し、湿性沈着量を推計する。 
乾性沈着量* 伊自良湖酸性雨測定所におけるフィルターパック法

及び自動測定装置による大気汚染物質モニタリング

データ（EANET データ）を基に、インファレンシャ

ル法により乾性沈着量を推計する。 
流入総沈着量* 年間総沈着量は上記の湿性沈着量及び乾性沈着量の

和とする。 
流出量の推定 流量 釜ヶ谷川の水位を連続測定し、水位・流量曲線を基に

流量を推計する。 
河川水質 2 週間毎に釜ヶ谷川及び孝洞川で採取し、次の測定を

行う。測定項目：水温、pH、電気伝導率（EC）、アル

カリ度（pH4.8、グランプロット法）、NH4
+、Ca2+、

Mg2+、Na+、K+、SO4
2-、NO3

-、Cl-、TOC、溶存態全

Al、SiO2 
流出量 上記の流量と河川水質を基に、2 週間毎の期間流出量

及び年間流出量を推計する。 
* 湿性沈着量、乾性沈着量、流入総沈着量等については、EANET データの確定や関連 WG における乾性沈着

量の解析結果を得て、定期的なデータのとりまとめの際、流出量とともに評価を行う。 
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図５−１ 伊自良湖集水域モニタリング装置配置図 
注：太線内は、物質収支解析を行った釜ヶ谷川の集水域を示す。 

 
2. データ検証作業 
 分析結果は、陸水モニタリングにおける手引書及び EANETの QA/QCプログラムに従い、

R1、R2の確認を行い、問題があれば再分析を行った。集水域モニタリングにおいては、独

自に取得されるデータの分析精度を検証するだけでなく、流入・流出収支等におけるデー

タの整合性を含めたデータセットとして確定していくことが求められることから、データ

検証は、「酸性沈着の生態系影響評価ワーキンググループ（WG）」を主体として行った。 

  
3. モニタリング結果 
集水域モニタリング結果の概要を以下に示した。降水量や河川流量は昨水年よりは低め

であったが、流出率はほとんど変わらなかった。過去７年間では、pH やアルカリ度はほぼ

横ばい、SO4
2−や NO3

−は若干低下傾向にあった。 
 

降水量：2地点（+国設局） 

林外雨：1地点 

パッシブサンプラー：1地点 

河川流量：2地点 

河川水質：3地点 

伊自良湖 

      釜ヶ谷川 

孝洞川 
RW
 

RW
 

RW
 

伊自良湖 
酸性雨測定所 

赤谷 
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表５−２ 降水量、河川流出量及び流出率 
水年 2009-2010 2010-2011 2011-2012 

降水量 

（mm） 

赤谷 4522  3913 3276 

伊自良湖測定所 3920  3157 2732 

青少年の家・湖岸 3717  3583 2986 

平均 4053 3551 2998 

釜ヶ谷川からの流出量（mm） 2687 1703 1496 

平均降水量に基づく流出率*1(%) 66 48 50 

（赤谷の値に基づく流出率） (59) (44) (46) 

     *1 河川流出量を降水量の平均で除して算出。 

 
表５−３ 釜ヶ谷川における河川水質の加重平均濃度 

水年 pH アルカリ度 SO42- NO3- 
      (µmolc L-1) 
2009 2010 7.0 135 121 29.4 
2010 2011 6.8 120 120 36.4 
2011 2012 6.8 136 132 30.1 

           注：各水年の RW1における年間流出量を基に算出。アルカリ度は pH4.8法による。 

 

 

表５−４ 釜ヶ谷川における主な物質の年間河川流出量 

水年 
アルカリ度 SO42− NO3− Cl− NH4+ Ca2+ 

kmolc ha−1 
2009 2010 3.6 3.2 0.8 1.5 0.054 3.0 
2010 2011 2.0 2.1 0.6 0.9 0.004 2.1 
2011 2012 2.0 2.0 0.5 0.8 0.002 1.9 

   注：アルカリ度は pH4.8 法による。 
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       2006      2007      2008     2009      2010     2011      2012      2013        

図５−２ 過去 7 年間の河川水質の変化（RW1 及び RW2 は釜が谷川、RW3 は孝洞川） 
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